
国
保
の
保
険
料
引
き
上
げ
、
生

活
困
窮
者
に
は
冷
た
い
府
政

関
西
大
学
の
富
田
教
授
が
大
阪
維

新
政
治
の
実
態
を
話
さ
れ
る
と
き
、

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
の

を
見
て
、
こ
の
中
の
五
人
に
一
人

が
毎
日
の
ご
飯
を
ち
ゃ
ん
と
食
べ

ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
と
切
な
く

な
り
心
が
痛
む
」
と
大
阪
の
子
ど

も
た
ち
の
貧
困
率
を
取
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

貧
困
の
問
題
は
深
刻
な
事
態
に
あ

り
、
自
営
業
者
、
年
金
生
活
者
、

リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
無
職
に
な
っ
た

人
た
ち
な
ど
の
多
く
が
加
入
し
て

い
る
の
が
国
民
健
康
保
険
で
す
。

国
は
国
民
健
康
保
険
制
度
を
変
更

し
、
社
会
保
険
の
予
算
が
削
減
さ

れ
ま
し
た
。
京
都
府
は
平
成
三
〇

年
に
市
町
村
国
保
を
京
都
府
に
一

元
化
し
て
単
一
国
保
と
な
り
、
京

都
府
が
国
保
事
業
主
体
と
な
っ
て
、

保
険
料
は
各
市
町
村
に
納
付
金
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
保
会
計
実

態
で
付
加
し
集
め
る
制
度
へ
と
変

え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
コ
ロ
ナ
禍

三
年
目
に
入
り
、
京
都
府
民
の
収

入
は
府
民
の
雇
用
報
酬
の
全
国
順

位
で
二
〇
〇
一
年
一
四
位
だ
っ
た

が
一
八
年
に
は
三
二
位
ま
で
後
退

し
、
賃
金
は
二
五
年
前
を
一
０
０

と
す
る
と
八
ハ
・
九
％
ま

で
減
少
。
年
金
生
活
者
の

年
金
も
毎
年
減
ら
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

い
ま
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
う
ち
生
活
困
窮
者

世
帯
は
保
険
料
滞
納
世
帯

が
二
一
年
六
月
時
点
で
滞

納
世
帯
三
万
件
あ
り
、
三

カ
月
ご
と
の
短
期
保
険
証
、

さ
ら
に
滞
納
が
続
い
て
い

る
厳
し
い
世
帯
は
資
格
証

明
書
の
発
行
で
医
療
機
関

窓
口
一
〇
割
支
払
い
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
深
刻
な
世
帯
は
無

保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
証
や
資
格
証
明
書
の

世
帯
、
無
保
険
者
の
世

帯
は
本
当
に
医
療
に
か

か
れ
て
い
る
の
か
、
京

都
府
は
実
態
を
把
握
し

て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、

京
都
府
と
し
て
は
保
険

加
入
者
の
生
活
実
態
、

経
済
環
境
、
医
療
受
診

実
態
も
す
べ
て
市
町
村

任
せ
で
現
状
す
ら
聞
い

て
い
な
い
と
の
こ
と
。

府
民
の
苦
し
み
に
心
を

寄
せ
な
い
冷
た
い
府
政

で
あ
る
こ
と
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

今
、
求
め
ら
れ
る
の
は

府
政
転
換
で
府
民
に
心

を
寄
せ
る
、
府
民
と
共
に
歩
む
府

政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

「
そ
れ
っ
て
お
手
盛
り
っ
て
云
う

ん
じ
ゃ
な
い
の
」
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
芝
生
張
替
え
予
算

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
審
議
で
は
亀
岡

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
指
定
管

理
者
契
約
で
従
来
の
七
千
万
円
に

今
年
か
ら
芝
生
の
管
理
、
三
年
に

一
度
の
張
替
え
に
八
千
百
万
円
上

乗
せ
す
る
予
算
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
芝
生
の
張
替
え
に
八
千
百
万

円
の
根
拠
を
聞
く
と
ｊ
リ
ー
グ
関

係
者
、
指
定
管
理
者
、
芝
生
の
管

理
を
し
て
い
る
企
業
に
聞
い
た
と

す
べ
て
が
ス
タ
ジ
ア
ム
関
係
者
で

し
た
。

亀
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は

昨
年
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
で
伴
走
者
と
一
緒
に
自
動
車

が
何
周
も
し
て
芝
生
が
傷
み
張
替

え
と
な
っ
た
た
め
、
一
千
百
万
円

を
か
け
て
修
繕
し
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
今
回
の
三
年
ご
と
の
張
替
え

費
用
は
入
札
に
か
け
る
こ
と
も
無

く
、
関
係
企
業
の
要
望
だ
け
で
契

約
内
容
の
透
明
性
、
妥
当
性
は
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
大
規
模

改
修
は
改
修
の
た
び
ご
と
に
入
札

に
か
け
、
芝
生
の
種
類
、
価
格
の

比
較
、
工
事
費
用
な
ど
公
正
さ
第

三
者
委
員
会
の
検
討
評
価
を
受
け

て
競
争
入
札
で
決
定
し
て
き
た
も

の
で
す
。

府
民
の
税
金
を
使
う
上
で
、
第

三
者
委
員
会
等
の
評
価
や
共
同
入

札
を
行
う
当
然
の
在
り
方
が
歪
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

い
よ
い
よ
知
事
選
挙
で
あ
り
、

府
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
府
政

運
営
、
府
民
の
声
が
反
映
す
る
府

政
実
現
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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原田 完です
がんばります

京
都
府
議
会
予
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
で

原田完府会議員 定例府議会で一般質問（2月15日）
2月定例府議会の一般質問が2月14日から16日まで行われ、

日本共産党から原田完議員、山内よし子議員、森下よしみ議

員の三人が質問に立ちました。

質問では、コロナ禍での府民の命と暮らしが脅かされてい

る実態を示し、農業、中小企業、教育、医療体制など府民の

切実な要求を取り上げ、知事をはじめ府政が果たすべき役割

実行を厳しく求めました。しかし、知事や理事者からは府民

の思いに寄りそうまともな答弁がされませんでした。

原田完府会議員の一般質問は日本共産党京都府会議員団

ホームページから視聴できます。

おすすめ記事
日刊紙（2月22日付）

朝の風
今日の課題とマルクス

マルクスが『資本論』で、
未来社会につながる労働者階

級のたたかいの成果として、

イギリス工場立法の先進性を

論じたことは、よく知られた

事実である。

彼は「工場立法」を、「社

会が、その生産過程の自然成

長的姿態に与えたこの最初の

意識的かつ計画的な反作用」

とし、例えば「その教育条項

は、全体として貧弱に見える

とはいえ、初等教育を労働の

義務的条件として宣言してい

る」（新版『資本論』第３分

冊）と評価する。

また、資本主義における大

工業が、“ジェンダー平等”

の新しい経済的基礎をつくり

だすと述べている。今日の重

要な政治的課題を既に１９世

紀中頃に指摘していた彼の先

見性に驚かされる。

「資本主義制度の内部にお

ける古い家族制度の解体が、

どれほど恐ろしくかつ厭（い

と）わしいものに見えようと

も、大工業は、家事の領域の

かなたにある社会的に組織さ

れた生産過程において、女性、

年少者、および男女の児童に

決定的な役割を割り当てるこ

とによって、家族と男女両性

関係とのより高度な形態のた

めの新しい経済的基礎をつく

り出す」（同）といっている

からだ。「家族と男女両性関

係とのより高度な形態」が、

ジェンダー平等に基づく社会

を意味していることは明らか

だろう。(伸)


